山口の西田幾多郎 by 横田 理博


























































































































































































わからないが） 昭和四十二年まで使わ ていた住居表示通り、 現在 太陽堂旅館」の場所だったのか、あるいは上田のいう「現在 …山口銀行敷地 裏」だったのかどうか、ということである。山口市史編さん室の古賀信幸氏にお伺い たところ、 「明治期の地籍図をも にしたとみられる『山口 地引絵図』
（山口市管財課蔵）












































































































































































































































































































































































































	 西田君は、外から『戸川 居るか』と叫ぶのである。……相対 茶でも啜るのであるが 西田君は黙々 して一と口も口をきかな 。……一緒に出て、近くの小高い丘
［亀山のことかもしれない……引用者］
にのぼる。……例に
























































































































































と山本良吉に問いかけている。 『聖 』は人の心を慰めてくれ ものである。その点では『論語』よりも上にある、と西田は感じている である。　
ところで、禅に打ち込みながらキリスト教の福音書を読んで感銘を受ける、と












































































































続いた。旧来 加賀前田藩以来のなご かな学校の雰囲気を薩長藩閥の中央政府が無理やりぶちこわしたこ に抵抗していた西田 とって、やはり「薩長」の片方である長州の中心地は居心地がわるかっ の もしれ い　
さらに言えば、西田は単身赴任であった。明治二十八年に結婚した妻、翌年に


































































































































	 理解力によりて得たる智識是は抽象的の者なり、実在の一部にして其全体にあらざるなり。智識は実在を解剖し説明し得るも、実在全体として活動する所以の者を捕捉する能はざ なり。然るに宗教の絶対無限に入 とは、真の絶対無限に入 、宇宙実在が全体と て活動す 所以のものを直に感得して実地に之を得 にあり。是理解力の能する能はざる所 。 」
（西田全集
十一巻五五頁）











	 信条は君も云はれし如く宗教上の一天才が無意識中に無限と有限との関係を感得して之を外形に顕はしたる者ならん。されども、宗教の本旨とする所 、この外に形したる信条の如何によらずして、之を感得したることの深浅にあらずや。信条ありて而して後信念あ にあ ず、信念ありて而して後信条あるなり。 」
（西田全集十一巻五三頁）
かつて宗教上の天才が 「感得」 したことが概念化され、 言葉となって 「信条」 となった
。この「感得」の深さが宗教の本質である。西田は「信念」という言葉をこ
の 「感得」 と同義に使っている。ここが山本 の決定的な違いである 山本にとって「信念」は、既存の「信条」を信者がうけいれる、盲目的に信仰するということでしかなかった。西田にとって「信条」は の「感得」の「方便」 （手がかり）にすぎない。それゆえ、　
「





。 つまり、 信条を盲目的に信じることを 「迷



































時代から『善の研究』まで一貫し いる。山口時代の思想から何が変わったかと言えば、そういう「宗教的要求」が、 ＂本来あった状態への回帰＂という形で語られるようになるということであろう。それは、 「純粋経験」が本来「主客未分」であるが、やがて「分化」 再び「主客合一」に帰着するという考えが加わることによって論理的に説明される。　












の宗教観は、 神は内在的だというところにとどまり、 自然と精神とを統一する「統一力」 としての 「神」 を各自の意識の中に見究めるというような着想はまだなかった。　
山口時代の論文で西田は、宗教の本質は、宇宙全体の根本をつかみとる「感得」
にあり、これが言葉に表現され概念化されて「信条」 （教理・教義）となるが、 「信条」は「大事にあらず」と表明していた。 『善の研究』 「純粋経験」につ て 「判断」以前の主客未分状態こそが内容豊富で、そこから「意味」や「判断」が現れた時点で内容は一面化され貧弱 なっていると西田が考えてい こと 通じてるように思われる。宗教上の「感得」の境地を日常生活全般にわたって適用したのが「純粋経験」という着想だったのではなかろうか。　
宇宙の真相を見抜ける能力をもつのは、哲学者より詩人、詩人より宗教家だと





情」に置いていた。 『善の研究』では、第一編で、知（思惟、学問）と意（道徳）とを統合するものとして「知的直観」が置かれ、 第四編の中では、 「知識」と「意志」とを「支える」ものとして「信念」が置かれ
（西田全集一巻一四二頁）
。宗教




	 元来我々の意識現象を知情意と分つのは学問上の便宜に由るので、実地に於ては三種の現象あるのではなく、意識現象は凡て此方面を具備して居るのである（例へば学問的研究の如く純知的作用といつても、決して情意を離れて存在す ことはできぬ） 。併し、此三方面の中、意志がそ 最も根本的なる形式で 。 」
（西田全集一巻四九頁）









































































栄寺庭園（雪舟庭） 、瑠璃光寺 聖ザビエル公園 金古曽） 、姫山の位置がわかる。「現在の山口の地図
3」 （
31頁）ではさらに、 湯田温泉、 赤妻町、 狗［犬］鳴の滝（仁
保） 、錦鶏の滝、鼓の滝（龍蔵寺） 、鳴滝（泰雲寺の近く） 、防府天満宮、西鳳翩山、東鳳翩山 西方便山 東方便山 位置がわかる。 中、上記の地名 赤丸で囲む。地図の転載にあたり 昭文社の許可を得た（地図使用承認ⓒ昭文社第五六Ｇ〇二七号） 。
（
11）
	 西田の書いている「方便山」とはど 山 ことか、検討し みた
　　　
	 山口市には、 萩と 市境 西鳳翩山（七四一、 九メートル）と東鳳翩山 七三四 二メートル） 、大内に西方便山（二三五、 一メートル） 宮野と仁保の境に東方便山（三五九、 八メートル）がある。
　　　
	 山口県立山口図書館で調査したところ、明治四十四年発行の山口県の （五万分の一）にはすでに「西鳳翩山」 ・ 「東 」 名称が記載されて る。しかし、明治の地図には「西方便山」 ・ 「東方便山」 該当箇所にそれらの名称はなく これらの名称が記載されるのは昭和四十六年以降発行 地図である。ま 、昭和二十五年に山口市役所が発行した 「山口市全圖」 では、 今の 「西鳳翩 」 ・ 「東鳳翩山」
が「西方便山」 ・ 「東方便山」と記載されている。
　　　


























其時間一分時なり〔と〕も其生命は永久ならん」 いう立場は、 『善の研究』で「活動説」という倫理学説において言及される「至誠 の立場と同じだろう。
（
18）
	 この考え方は仏教に一般的な考えであるとともに ショーペンハウアー 考えでもある。西田がショーペンハウアーへの高い評価を表明する 、約五年後のこと（西田全集十九巻六三頁、参照）だが、人間が絶えず欲望に駆り立てられているという洞察と、それゆえ執着のもとを断つべしというショーペンハウアーの考えに、もともとそういう思いを抱いていた西田は親近感を抱いたのであろう。
（
19）
	 西田が英文で挙げている部分（ 「マタイによる福音書 第六章第二七節）は今日の『聖書（新共同訳） 』 （一九八七年 日本聖書協会） は 「あなたがたの ちだれが、思い悩んだからと って、寿命をわずかでも延ばす ができようか。 」と訳されている。しかし、 佐藤研訳『マルコによる福音書
　
マタイによる福音書』














	 上田久前掲書、 〇七～一〇九頁 遊佐前掲書、九六～九七頁。
（
21）
	 狩谷平司『ビリヨン神父の生涯』 （一九三八年、一 九六年大空社により復刻） 。
（
22）
	 大聖寺という寺院が現存しているわけではなく、大聖寺は地名である 今は石川県加賀市に属する。かつては加賀前田家の分家（支藩 、大聖寺藩の城下町として栄えた。ＪＲ北陸本線に 「大聖寺」 という駅がある。昔は特急が停まって賑わっていたらしいが、昭和四十五年に隣りに「加賀温泉」駅ができ そこが山代温泉や山中温泉へのターミナルとなってからは 大聖寺駅 普通列車しか停まらない駅になった。町の四方が山々に囲まれ 落ち着いているところ 、たしかに山口と似ているとも言 る 山口も随分のんびりとした町だが、今の大聖寺は 山口よりもずっとひっそりとした町であ
（
23）





	 西田の日記によれば、一八九八年一月七日、坐禅 修行のために京都に来ていた西田のもとを山本安之助が来訪してい （西田十七巻三〇頁） 。山本安之助はのちに一九二二年から一九三七年まで京都府立京都第一中学校の校長を務めた。
　　　













	 山本安之助「宗教と理性（上・中・下 」 （ 『無尽燈』第三巻第 号、一～六頁、同第三号、一一～一六頁、同第五号、一～一二頁、一 九八年） 。
（
26）






	 ユニテリアンは、キリスト教正統派の三位一体論に反対し 神 単一性を主張しイエスの神性を否定する立場をとった。
（
29）
	 教義・教理という「信条」よりも その元となる主体的な感得として 「信念」が重要であるという の宗教観は――ショーペンハウアーやジェイムズと類似するとともに――次のようなヤスパースの 観にも近いと言える。ヤスパースによれば、これまで神について語られてきたことは所詮、歴史 制約を伴った「象徴」にすぎず、絶対化できるものではない。いずれの宗教をも絶対化しない
形で、 いずれの宗教も共通に担ってきたものをヤスパースは 「信仰」 と呼んでいる。
　　　　
「
	 今日の状況が要求しているのは、 我々が、 ひとつのより深い根源 （
U
rsprung ） 、
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Kitaro Nishida during his stay in Yamaguchi
Michihiro YOKOTA
Abstract
   Kitaro Nishida (1870-1945), a philosopher, served as a teacher at Yamaguchi-Kotogakko, a college 
under the old system, from 1897 to 1899. In this article, I will explore how Nishida lived and what 
he contemplated during his stay in Yamaguchi. In the first section, I explain about the school where 
he worked and discuss where he lived. Then, I will inquire into his diaries, letters and articles, in 
the second, third and fourth sections respectively.
   Reading his diaries during his stay in Yamaguchi, you gain a strong impression of his will, which 
he used to focus his consciousness as part of his Zen training to live an ascetic life. He also enjoyed 
climbing mountains, seeing waterfalls and playing a kind of football. His daily experience in nature 
and his practice of contemplation provided a context for his ideas about experience and the 
knowledge of reality.
   In the sixteenth century, Francis Xavier visited Yamaguchi. He spent more time propagating 
Christianity in Yamaguchi than anywhere else he visited in Japan. In the Meiji Era, Amatus Villion, 
a missionary, searched for the place where Xavier lived and found it in 1893. According to Nishida’s 
letter to his friend, while he was in Yamaguchi he was deeply impressed by the words, “Which of 
you by taking thought can add one cubit unto his stature?” which is written in the sixth chapter of 
The Gospel according to Matthew. This helped him get rid of his dissatisfaction and complaints and 
feel easy and peaceful.
   Yasunosuke Yamamoto published an article in 1898 called “Religion and Reason”. According to it, 
every religion has it’s own >creed<, which is identified with a dogma. Men who believe the creed 
have >beliefs<. The emotions that drive us to seek spiritual peace hinder the development of reason 
in a religion and so men accept a creed blindly and irrationally. Yamamoto expressed a view that we 
should not be restrained by our >emotions< and should develop our >reason< in our religion.
   Nishida objected to Yamamoto’s view of religion. In the same year, he published an article, “My 
comment on Mr. Yamamoto’s article titled ‘Religion and Reason.’ ” He says, “It is not true that a 
creed precedes a belief, but it is true that a belief precedes a creed.” We can escape from the limited 
world, go into the unlimited world, unify with the Absolute and experience “the reason why the 
reality of the active universe as a whole is what we see.” Nishida called this kind of >intuitive 
understanding< a >belief<, which is most important for him. The >belief< is originally beyond words 
but becomes expressed as a >creed< with concepts and words, which is not so important for him. 
His view of religion attaches greater importance to the intuitive and emotional understanding than 
to the only intellectual knowledge and understanding.
   Nishida found in the center of religion a desire to escape from the limited world and unify with 
the Unlimited. He regarded God not as transcendent out of the cosmos but as working immanently 
in the midst of the cosmos. Such a view of religion during Nishida’s stay in Yamaguchi was 
expressed also in Study on the Good (Zen no Kenkyu) which was published in 1911.
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論文要旨
　哲学者、西田幾多郎（1870 ～ 1945年）は、明治30（1897）年から明治32（1899）年まで、旧制の山口
高等学校の教師を務めた。本稿は、山口時代の西田がいかに生き、いかに思索していたのかに
ついて考察する。第一章では、西田の職場である「山口高等学校」とはどのような学校なのか
を述べ、そして、西田が山口のどこに住んでいたのかについての情報を整理する。そのあと、
彼の日記・書簡・著作に順次目を向ける（第二・三・四章）。
　山口滞在中の彼の日記には、禅の修行、そして自分の生活を禁欲的に律することへと意識を
集中しようという決意がみなぎっている。その一方で、山に登ることや滝を見ることやサッカー
をすることを楽しんでいる。そのような日常の経験が彼の思索の背景にある。
　山口は、16世紀にフランシスコ・ザビエルが日本で最も長い期間滞在し布教した土地であり、
1893年、ヴィリオン神父の尽力によって、ザビエルの住居の場所が発見された。西田が友人に
宛てた書簡によれば、彼は山口で「マタイによる福音書」第六章の「あなたたちのうちの誰が、
思い煩ったからといって、自分の背丈を一尺ほどでも伸ばせるであろうか」という言葉に感動し、
それによって、いろいろな不満が解消し、心が安らかになったという。
　ところで、山本安之助は「宗教と理性」という論文を1898年に発表した。それによれば、い
ずれの宗教にも「信条」（教理）があり、信者はこれを信仰する「信念」をもっている。安心を
求める感情が、宗教において理性が働くことを阻害し、人々は盲目的・非合理的に信条をうけ
いれる。山本は、宗教において、「感情」に束縛されずに「理性」を働かせなければならないと
いう「啓蒙」的な主張を表明している。
　この山本の宗教論について西田は反発し、同じ年、「山本安之助君の『宗教と理性』と云ふ論
文を読みて所感を述ぶ」と題する論文を発表する。西田は「信条ありて而して後信念あるにあ
らず、信念ありて而して後信条あるなり」と言う。つまり、彼にとって何より大事なのは、有
限界を脱して無限界に超越して絶対的なるものと一体化し、「宇宙実在が全体として活動する所
以のもの」を「感得」することとしての「信念」であった。「信念」が概念化され言葉となった「信
条」はそれほど重要ではない。宗教において、このような「感得」や「感情」を重視する一方で、
「智識」や「理解力」は重視されない。
　有限世界を脱して無限なる力に合一することを宗教の中心に置き、神はこの宇宙の外に超越
しているのではなく、この宇宙のただなかで働いていると考える西田の山口時代の宗教観は、
1911年に発表される『善の研究』でも継承されることになる。
